
2019年度科研費使用説明会　Ｑ&Ａ

質問 回答
1 支出に必要な書類をシステム化し、ペーパーレスに

してほしい。
昨年度システム業者と検討はしていたが、他部署
とのシステム連動などが簡単にいかず、現在も引
き続き検討中である。

2 科研費の担当部署を集約してほしい。 各学部との業務分担や人件費の問題もあるの
で、検討中。研究所に集約すると理学館やホル
ブルック館に研究室のある先生は遠くなり不便と
感じるかもしれない。

3 13頁の予算管理表の作成に時間がかかり訂正依
頼も多い。最初から事務が作成してほしい。

研究所では、先生が管理する収支と合っているか
の確認を行っている。経理の収支簿は精算が終
わってからなので、使用した時点と比べてタイムラ
グがあるのでそれを解消するのが一つの目的で
ある。しかし将来に向けて予算管理表をなくすこと
も検討していく。
※先生自身で予算メモとして便利という意見も
あった。

4 （事務室より）先生方に何度も訂正を求めることが
多い。学部事務室、研究所を経て最後に経理で
まとめて訂正依頼をすると一度で終わるのではな
いか。

経理では伝票や証憑書類などはある程度整えら
れた形で受け取りたい。学部や研究所から疑問
箇所を回付前に確認をすることで訂正依頼の回
数が減るのではないか。

5 本学の科研費使用ハンドブックをダウンロードで
きるようにしてほしい。

使用説明会後に内容を再度精査してホームペー
ジにアップする予定である。

6 27頁の謝礼金は科研費のみが対象か。 （謝金の支出が可能な）科研費と研究助成金が対
象であるが、必要であれば他の研究費でも参考
にしていただきたい。

7 29頁のアルバイト時間について。拘束される移動
時間は勤務時間に含まれるはずなので、確認し
てほしい。

（総務課へ確認）長期アルバイトの場合、移動時
間は勤務時間に含まれないが日当を支給。短期
アルバイトの場合、移動時間は勤務時間に含ま
れない且つ日当もなし。しかしながら短期アルバ
イトの場合には移動時間を勤務時間として考慮す
る場合もある。

8 夏休みに出張した経費が冬に入金された。高額
を立て替えていると、いつ頃どのくらい入金される
のか知りたい。

夏休みに出張される先生が多いので、学部事務
室も夏休み明けの業務量が多く処理に時間がか
かっていると思われる。伝票が経理課で受理され
た後の支払いは毎月15日と月末に行われる。
（間接経費審査委員会後）間接経費を使用して
学部事務の負担を減らすことを検討中。

9 23頁の出張の前後1か月以内の旅費請求という
のは、学部事務室に提出書類が届くのが1ヶ月前
ということか。

その通りです。

10 OANDAで旅費精算をする場合、手数料を選択
できるがどうしたら良いか。

実際にかかった手数料を自己申告で選択してほ
しい。
⇒科研費使用ハンドブック29-30頁Ｑ&Ａに追加
予定

11 間接経費の使途希望は聞いてもらえるか。 後日メールを送るので、意見を知らせてほしい。
科研費 研究代表者・研究分担者は間接経費審
査委員会に陪席可能。



12 フィールドワークで出張した際の証憑書類につい
て。先方がPCを使用しないので、メールでアポを
取った記録などを提出できないので研究ノートで
も良いか。

研究ノートでも可能。
（後日過去の研究ノートを確認）スケジュールや調
査内容を詳細に記載してあることを確認できたの
で証憑として問題ないことを伝えた。

13 科研費の謝辞がある成果物でないと実績報告書
に載せることはできないか。

科研費課題に沿った研究であれば、実績報告書
に記載可能。

14 科研費の最終年度に期間延長を行い、同時に新
しい課題に応募することはできるか。

研究期間の延長を行う場合には、研究期間を延
長した研究課題と新たに応募しようとする研究課
題の間において重複制限は適用されない。
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